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株式会社 ミフカ
◆代表者・所在地
寒竹 竜也 岡山県美咲町

◆設立
令和３年４月

◆経営規模
水稲（うるち、もち）12ha、ブルーベリー0.2ha

◆従業員数
役員２名、正社員１名、パート・アルバイト６名

◆事業内容
水稲とブルーベリー(観光農園含む）と６次産業化
（もち、ブルーベリー加工品の製造販売）に取り組む。

先進事例視察で自社の衛生管理を見直し販売拡大をめざす

株式会社ミフカの社員（家族で頑張っています！）

(株)ミフカは、代表者の父が新規参入して地域の水田を

守りながらもちの加工を請け負ってきた。

また、ブルーベリーの観光農園とジャム等の加工を主体に

６次産業化にも積極的に取り組んできた。

今後の経営発展のためには成長が見込める水稲及びも

ち加工を伸ばすべきとの商工専門家の助言を受けて新商

品開発や加工期間の延長に取り組むにあたり、課題となる

カビ対策について、日頃からつきあいのある普及指導員に

相談したところ、農業経営・就農支援センターの専門家

派遣を勧められた。

■支援チームによる支援計画の策定
先進事例を視察し、現地で専門家からカビ対策について

指導助言を実施することとした。当日は家族全員が参加

するように調整し、もち加工担当者以外にも衛生管理意

識を徹底するよう配慮した。また、視察後には、自社加工

場を再点検し、施設改修 等のハード、加工工程の見直

し等のソフトの両面 から改善点を確認することにした。

もちの賞味期限を延ばし、冬季以外の製造を拡大する

ため、カビ対策に取り組みたいと思っており、カビ対策を行っ

ている事例があれば直接話を聞いて参考にしたい。

また、もちの新商品開発や販売期間の拡充により、６次

産業化部門の販売拡充につなげたい。

■専門家派遣を通じた助言

支援計画に基づき、専門家及び普及指導員が以前対

策に関わった加工場を視察先に選定した。

指導が年末のもち加工繁忙期であることから、効果的な

支援時期と内容を事前に整理して複数回の支援を行っ

た。

・先進事例視察（支援チーム構成員）
同県、高梁市の集落営農法人で、菌を持ち込まない、

増やさない管理方法について聞き取りした。施設改修以外

に加工後の清掃や換気、手指消毒の徹底などの衛生管

理ルールの改善に加工員全員で取り組む姿勢は衛生管

理への意識づけにつながった。

・自社加工場の点検
（支援チーム構成員）
視察後間をおかず復習を兼ねて自社加工場の点検を

行った。繁忙期直前であったため加工場の徹底清掃と消

毒などはすぐに取りかかり、大規模改修などは農閑期に落

ち着いて取り組むこととした。

先進地事例視察で、衛生管理のポイントを説明する専門家
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販路拡大・販促

支援チーム構成員：

学識経験者、商工会職員、普及指導員



岡山県分庁舎外観

相談窓口での経営相談や、専門家派遣による相談対応など、関係機関と連携し、農業経営の多様な課題を解決する経

営サポートや就農相談をはじめとする就農サポートを行っています。

三徳園研修交流館外観

組織概要

■相談窓口
【経営相談】
住 所：岡山県岡山市東区竹原５０５
住 所：岡山県立青少年農林文化センター三徳園
電話番号：０８６－２９７－２０１６
受付時間：月曜日～金曜日（年末年始・祝日を除く）
受付時間：９：00～12：00 13：00～17：00
【就農相談】
住 所：岡山県岡山市中区古京町１丁目７－３６

岡山県庁 分庁舎４階
（公財）岡山県農林漁業担い手育成財団

電話番号：０８６－２２６－７４２３
受付時間：月曜日～金曜日（年末年始・祝日を除く）

９：30～12：00 13：00～17：00

■支援を受けて・・・
衛生管理のポイントや取組状況を知り、加工員の服装

や手指消毒の徹底など衛生管理ルールの見直しから早速

実践に移すことができた。

また、自社加工場の点検結果も写真に記録することで、

先進事例と比較しながら今後の改善に活用できるよう整

理した。

喜びの声

先進地視察で、自社の改善ポイントが明確になり、また

家族で共有できて良かったです。写真入りでわかりやすく、

すぐに取り組むべきことと、農閑期に取り組むことに分けて

指導していただけたので、とても助かりました。

相談者は、先進事例を研究することで、自社加工場の

改修や衛生管理ルールの点検・見直しのポイントが明確に

なり、意欲的に課題解決に取り組めています。

今後は、基準の厳しい取引先への販売促進につながるよ

う、衛生管理ルールを改善する必要があり、引き続き支援

を続けていければと考えています。通年販売が可能な新商

品の開発が進み、経営全体の発展につながることを期待し

ます。

専属スタッフ所感

左：自社加工場の点検の様子
右：支援チームが写真入りでまとめた先進事例の図面と工程表

■今後の展開
引き続き、施設の改修など残った課題に対応するとともに、

基準の厳しい百貨店等での取り扱いを増やすため、衛生

管理ルールの改善にも継続的に取り組む。

併せて、毎年売り上げが減少する２～６月に販売でき

る季節商品の開発にも取り組み、もちの売上向上に結び

付ける。

＜支援機関＞岡山県農業経営・就農支援センター

支援を受けた後の経営状況４


	スライド 5
	スライド 6

